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《論　文》

Ⅰ．問題の所在

世界各国のジャーナリズム活動の研究には、1956年に発表された「プレス四理論」が多く採用されて

きた。しかし、現代の世界では、権威主義、自由主義、社会的責任、ソビエト共産主義の4 つの類型に

分類できない国家体制が多くみられるようになった。その代表的な例が、ソ連の崩壊によって体制転換

を迎えたロシア、そして、ソビエト連邦の一部だった東欧や中央アジアの国々である。移行期にあるこ

れらの国のジャーナリズムも含めた理論の見直しが必要とされる一方、実証的研究や調査も不足して

いる。

各国のジャーナリズムの実相を正確に把握し理解することは、現代世界の理解や相互理解に欠かせ

ない。

本研究では、モンゴルのテレビジャーナリズムを事例とし、実地調査によって得られたデータを分析

し、社会主義から自由主義への移行期にある国のジャーナリズムの現状を考察する。

１－１　モンゴルの社会変化とテレビメディアの状況
北はロシア、南は中国に接し、北東アジアに位置するモンゴルは、1921年、旧ソ連に次いで世界で

2番目の社会主義国となった。それ以来70年間ソ連の影響下にあったモンゴルは、1989年に民主化運

動が発生し、1992年に新憲法を制定するに至った。これにより初めて「言論・表現の自由」が認められ、

国としても複数政党制に基づく自由民主主義国家となり、市場経済への移行を始めたのである。

社会主義政権下の70年間、ソ連の保護下の計画経済により、モンゴルは安定した社会体制を維持し

たが、輸入や経済援助の大部分を共産圏に依存していたため、ソ連解体後のモンゴル社会は大きな打撃

を受けた。国際金融機関、アメリカ、そして日本など、資本主義国からの援助を得た上で、国営企業の

民営化、財産の私有化を進めたが、同時に失業と貧富の格差が深刻化した。加えて、政治家たちの汚職、

不正腐敗問題も表面化し、民主化と市場主義経済への移行はモンゴル社会に混乱をもたらした。現在も

高い失業率や不安定なインフレ変動などの経済問題を抱えてはいるが、比較的安定した政情の中で、豊

富な地下資源利用への開発を軸にした経済成長を目指している。

テレビ放送の歴史に目を向けると、1967年、ソ連の援助で首都ウランバートルにテレビセンターが

建設されたのが始まりである。当初、国営放送は、国内全国放送の「第1テレビ」が中心だった。これ

に加え、「第2テレビ」として、ソ連の国営中央テレビである「モスクワテレビ第１放送」のシベリア向け
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時差送出番組がウランバートルを含む3大都市に毎日7時間中継で放送された。民主化後の1990年以

降には、「第2テレビ」が米 CNN からの番組を放送するようになったほか、1994年にはウランバートル

にアメリカ資本の Eagle TV が設立され、英語ニュースやキリスト教系放送を開始するなど、欧米の放

送文化流入もみられるようになった。

メディアの自由化はテレビ局の増加にもつながった。モンゴルのメディア研究機関 Press Institute 

of Mongolia（以下、PIM）が1999年から毎年発行している Mongolian Media Today のデータによると、

1999年からの10年間で、国内テレビ局総数は27から69まで増加しており、2009年時点で、首都

ウランバートルでは14局、他方ローカル局は49局、全国ネットが6局となっている。全国局のうち、

2005年から公共局に転換した元国営放送の MNB（Mongolian National Broadcaster）が唯一の公共局、

残りの UBS（Ulaanbaatar Broadcasting System）、MN25、TV5、TV9、教育 TV は民放局である。

首都ウランバートル向けローカル局は14ある。日本で首都東京を中心に放送している民放の関東圏

ローカル5局と独立局6局をあわせて11局があるのに対し、国土は日本の4倍と広大な一方、人口が

日本の50分の1であるモンゴルの首都の局数14は多いと言える。民主化以降に急増した民放局間で激

しい視聴者獲得競争が展開されている。

１－２　体制転換によるモンゴルのジャーナリズムの変化
モンゴル人のメディア学者であるマウレット（2009）によると、民主化後、新聞の記事作成における

構造や文体が、ヨーロッパのメディアで広く用いられているリード付きの「逆ピラミッド型」文体に変

わるなど、西洋のジャーナリズム技術やアプローチの導入がジャーナリストの技術レベルの向上に影響

したとみられる（マウレット　2009：63）。

一方で、短期間のうちに伝播されたメディアの自由化の影響は、多種多様なメディア媒体の急激な

増加をもたらし、それと同時に多くのマイナス面を生み出してもいる。その一番の問題としてプロの職

業人が担うジャーナリズムがアマチュアによるジャーナリズムに侵食された点が指摘されている（マウ

レット　2009：65）。

社会主義時代のモンゴルでは、ジャーナリストがそのための専門的な教育を受け、国から書き手の「プ

ロ」であるという資格を与えられていた可能性があり、記事や番組において一定の質が保たれていた（マ

ウレット　2009：65）。しかし、民主化後、メディアが商業化へ向かう過程で、社会主義時代の職か

ら転じて、他業種から新たにメディア業界に参入した「アマチュア」ジャーナリストやジャーナリスト

としての基礎知識がない者が増えた。これにより、記事や番組の質が低下し、憶測や誤報、バランスを

欠いた報道内容が散見されるようになり、例えば、誤字脱字、文法上の間違い、映像の質の低下などの

現象が目につくようになった（マウレット　2009：66）。

モンゴルのメディアに関わる法整備は、実効性の不十分さについて非難の声はあるが、徐々に進んで

いるとみられる 1）。憲法によって言論・報道の自由を得たモンゴルでは、ジャーナリズム活動の自由度

において課題は山積している 2）。ジャーナリズムがその役割を十分果たすため、法的には憲法で保障さ

れているとみられがちだが、現実はそうではない。

言論の自由の実現が抱える問題に加え、短期間の間に急増した新規メディア事業者の参加による

ジャーナリズムの質の低下は、自由で民主主義的な国家となったモンゴルにおいて、ジャーナリズムの

あるべき姿、つまりジャーナリズムのプロフェッショナリズムの追及という点をめぐって、克服すべき
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新たな課題をもたらしているとみられる。

また、国営放送の公共放送への転換、そして視聴率を最優先とする民営放送の登場と急増といったメ

ディア組織体に関する一連の変化は、メディア経営とジャーナリズム概念に揺らぎをもたらしている。

財政的に独立できないメディアが政党と協力関係をもつなど、公共への奉仕を妨げる政治権力や経済要

因から距離を置くべき独立性に欠けている状況が予想される（李　2011）。

本論文では、ポスト社会主義国家のジャーナリズムを考察するための研究事例としてモンゴルに注目

し、中でも、モンゴル国内で最大の影響力をもつテレビメディアに焦点をあてる。その際、社会主義時

代からの元国営放送と民主化後に登場した民放とを比較し、新規参入した民放のニュース制作業務の中

で、どのような要素がプロフェッショナリズム低下に影響するかについて考察する。関連して、ニュー

ス制作過程におけるテレビ局の組織特性とプロフェッショナリズムとの間の関係性を、「ニュースルー

ムの機能」に注目しながら分析する。

また、テレビ局が政党から独立した立場を保つことを難しくしている要因について併せて検討・考察

する。

２. 先行研究の検討 

２－１　ジャーナリズムにおける「独立性」とポスト社会主義国家の現状
ジャーナリズムに関わるプロフェッショナリズムについてはさまざまなアプローチの先行研究事例

がある。米国では、公共への奉仕を使命とするジャーナリズムがプロフェッションであるべきとの理

念から、1920年代にプロフェッションとしてのメディア制度構築が追求されている（別府　2006）。

1923年に米国新聞編集者協会（ASNE / American Society of Newspaper Editors）が採択したジャーナリ

ズム規範集（Canons of Journalism）では、公共への奉仕を使命とするメディア（新聞）が一般の福利に

反する私益を追求することや真実から逸脱した党派性のある社説を認めず、「独立性（Independence）」

を担保することがジャーナリズムにとって最も重要としている。

「独立性」は、米国ジャーナリズムのプロフェッショナリズム論でも、課題としてしばしば指摘され

る点である。メディアの巨大化により、編集方針や論説内容が広告主の影響を受ける、過剰なメディア

商業主義化現象がその例である（シーバートほか　1959：141-142）。

他方、ソビエト連邦解体後のロシアのメディアでは、経済改革の影響でメディア機関が経営難に置か

れ、政治・経済権力に助けを求める傾向がみられ、結果として、ジャーナリズムが権力と親密な関係を

もつようになったとの指摘がある。例えば、選挙キャンペーンにおけるアンバランスな歪曲報道や、政

治性のある有料メッセージ枠の編成などがみられ、ニュース・ジャーナリズムが政党 PR の手段として

活用されることで、ジャーナリズムの独立性を確保できていない（Oates 2007；Pasti 2005）。

モンゴルの場合、選挙キャンペーン期間中に政党宣伝の番組が多く放送される傾向がある。モンゴル

では選挙広報放送について法的な規制が存在していない。「モンゴル国会選挙法」、「大統領選挙法」、「首

都および地方（アイマグ）市民代表者選挙法」の選挙3法では、選挙広報について全ての政党や選挙候補

者に政見放送として一定の時間を無料で提供すると定めているが、一定の時間枠を超えた政見放送は放

送局に電波料を支払うことになっており、選挙資金さえあればいくらでも政治メッセージを送ることが

可能である（李　2011：136）。公共放送、民間放送を問わず、テレビ局が選挙広報の獲得をめぐって
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政党や政治家との依存関係を持ちやすい法制度になっていると言える。

ロシアや東欧で社会主義時代の国営放送から公共放送へと転換した組織では、政府の影響力から独

立するために政府の資金依存を避けるべきだが、転換後も国内最大規模の放送局として存在してゆく

ため、現実は政府に頼るしかなく、公共放送が公共放送らしく機能しているとは言い難い現実がある

（McNair 2000＝2003；Sparks & Reading 1994）。

テレビ局の経営難による資金獲得の問題はニュース制作にも影響を及ぼしている。メディア側に広

告主がより高い視聴率を求めるのとは異なり、メディア側が広告主に積極的に働きかけ、新聞のニュー

ス記事欄やニュース番組の間にあたかもニュースのように見せかけた企業宣伝、つまりパブリシティ枠

としての放送がある。「隠れた広告（Hidden advertisement）」と呼ばれるが、ロシアやソ連の一部だった

スロベニア、中央アジアの国々でみられている（Erjavec & PolerKovačič 2010；Kenny & Gross 2008；

Oates 2007；Pasti 2005）。これらの「隠れた広告」は、ジャーナリズム倫理に関わる問題として議論の

俎上にあがっている。

本論文では、「政治性のある有料ニュース」や「隠れた広告」などが存在するか調査し、モンゴルジャー

ナリズムの「独立性」を検討するとともに、社会主義から体制転換した国に共通の特徴が見出せるか検

討する。

２－２　組織レベルのジャーナリズムのプロフェッショナリズム
ジャーナリズム研究者の Breed（1955）は、ジャーナリストはニュース組織内のポリシーを習得して

いく社会化の過程を通じて職業基準を得るとし、結果としてジャーナリストが組織の社会的な統制下に

あると指摘、ニュース組織に焦点をあてたマクロ的な見解を示した。社会学では、プロフェッショナリ

ズムを現象学や職業特徴的な伝統的なアプローチではなく、プロフェッションを取り巻く環境との関係

から考えようとする「力学関係アプローチ（Power relations approach）」が比較的新しい見方として位置

づけられており、これもマクロ的な視座から捉えようとする行為に近いと言える（Allison 1986；Beam 

1990）。

なかでも Beam は、プロフェッショナリズムは、ジャーナリストが組織に属し、職業的期待を満足さ

せる組織方針や業務ルーチン、そして組織文化に従っていく中で獲得されるものとの観点から、組織レ

ベルのプロフェッショナリズムを検討する必要があると主張、関連して組織レベルのプロフェッショナ

リズムを測定するための尺度を以下のように提案している。

アメリカの新聞社60社の300人の編集者たちを対象とした質問紙調査をもとに提案された尺度は7

つからなり、①専門性の開発（Professional development）、②資源関連（Resource commitment）、③公

正な業務（Impartial practices）、④報奨制度（Occupational prizes）、⑤編集における積極性（Editorial 

aggressiveness）、⑥ニュース制作へのコントロール（News process control）、⑦業界カルチャーへの参

加（Professional involvement）である。また、Beam はスタッフ数がプロフェッショナルなニュース業

務と直接的な関係があるとしている。つまり、ニュース制作に関わるスタッフ数が多ければ多いほど記

事作成など新聞制作業務に対する対応力（Beam はこれを「コントロール力」とした）が高まり、組織目

標達成の形としてのプロフェッショナルなニュース制作業務が実現されるとする。

ソビエト連邦の影響を受け、国営放送としてニュース・ジャーナリズムのノウハウを構築し、モンゴ

ル国内最大の放送局規模を誇る現・公共放送と、民主化以降に登場し、放送の歴史がまだ浅い民放との
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間には、スタッフ数をはじめとするニュース制作能力に関する資源の多少に違いがある。それが、ひい

てはニュース制作業務のプロフェッショナリズムにも影響を与えていることが予測できる。

本論文では、第二に、メディアの自由化による民間テレビ局の急増と、これらの自由メディアの新規

参入がもたらしたプロフェッショナリズム低下の具体像とその原因をニュース制作過程から検証する。

そのため、Beam が示した尺度のうち、ニュース制作能力ともっとも関連があると予想される「資源関連」

尺度を取り上げ、調査項目として適用する。

3．方法

３－１　調査方法
本調査では、実際にモンゴルのテレビ局において、ニュース制作過程に関する観察調査を行い、あわ

せて記者や編集者たちとの半構造化インタビューを実施した。加えて記者たちの取材に同行することで

ニュースルームでは確認できないジャーナリズム現場の状況も含めて検討することができた。

調査対象は、テレビ放送の組織的な特性をみる上で、公共と商業の差異を特に確認・検証するため、

公共放送 MNB と、全国放送を行っている民放の TV9の2局とした。

モンゴル初のテレビ局となる MNB は1967年に国営放送として設立された。新憲法により体制が変

わった1992年以降も依然として国営放送だったが、2005年の「公共ラジオ・テレビ法（以下、公共放

送法）」の制定とともに公共放送に転換した。MNB はテレビとラジオ部門（約200人）を合わせて約1,300

人の従業員をもつ、国内最大の規模と歴史を誇る放送局であり、他の民放局の幹部やジャーナリストた

ちの中には、MNB での仕事経歴を経ている場合が少なくない。MNBOB の民放局員は過去の経験が大

いに役立ったとの点で一致する一方、社会主義時代からの閉鎖的で硬い組織文化のイメージにも共感し

ている。

民放 TV9は、全国放送を行う民放の中で最も歴史が浅い点、そして民放の中でも公正な報道に特

に力を入れているとみられる点で、新規テレビ局の登場による「プロフェッショナリズムの低下」と、

ジャーナリズムの「独立性」に注目する本研究において、元国営放送の公共局 MNB と比較する対象とし

て、民主化後に登場した民放局としての代表性を備えていると判断した。

TV9は、本格的な商業局である TV5とともに、教育 TV を除いた全国民放の中では最も遅い2003年

に設立された。他の全国民放の従業員数が80人から120人程度である一方、TV9は最も多い約150人

の従業員を抱える。資金的にも比較的安定していると言える。

設立から1年後、約40人の少ない従業員で、借金も多かった TV9の救世主として就任した現在の局

長は、TV9へ転職する前、2000年から2004年までの間、国営放送 MNB のテレビ部門副局長、その

前の1994年から2000年まではモンゴル国内のジャーナリズム研究機関でジャーナリズム教育も行う

PIM のアカデミー学長としての経歴をもつ。TV9は、スポーツ番組など視聴者のニーズに応える放送

を追求しながらも、独立した放送局として公正な報道に力を入れており、ニュース報道にこだわる局と

して評価されている 3）。

調査では、メディア組織のニュース制作能力と関連する Beam の「資源関連」尺度の指標となる〈1面

担当の編集者数〉、〈内部ページ担当の編集者数〉、〈一日の社説ページ数〉、〈プロジェクトやシリーズ記事

数〉、〈一般記者の社説執筆起用頻度〉、〈各新聞で共同・反復利用のため予め用意された社説の頻度〉の6
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項目を適用する。これらの尺度はアメリカの新聞社を前提としたものではあるが、ニュース制作能力に

ついて実証的調査を行う際に適用可能な調査枠があまりない中、ニュース現場を対象とした本調査研究

に有用と考える。

これらの6項目をテレビ局のニュース制作過程でも検討できる項目として整理した。〈1面担当の編集

者数〉と〈内部ページ担当の編集者数〉は①【編集に関わる人的資源の規模】、〈一日の社説ページ数〉は②

【ニュース解説や論評数】、〈プロジェクトやシリーズ記事数〉は③【特別企画コーナー数】、〈一般記者の

社説執筆起用頻度〉と〈各新聞で共同・反復利用のため予め用意された社説の頻度〉は④【効率至上型の

ニュース制作頻度】とし、この4つの「資源関連」項目を2つのテレビ局でそれぞれ検討する。

調査期間は、2011年2月14日から3月29日までの間、それぞれ平日の13日間（MNB は2月15日

から28日まで、3月14日から16日まで、TV9は2月28日から3月15日まで、3月24日）である。調

査期間中には現地ウランバートル大学〔韓国語科卒〕のネイティブ通訳が常に同行し、現場で何が起き

ているかについての理解の助けとした。現場ではメモを記録し、A4用紙171枚のフィールドノートを

作成した。

３－２　分析方法
現場での実践的調査内容を分析に最大限に生かすことを目指し、現場のデータから理論を作り上げる

ことを志向するグラウンデット・セオリー分析手法（GTA）を用いてフィールドノートのデータを分析

した。今回は Glaser & Strauss（1967＝1996）の GTA では曖昧だったコーディング方法を明確にした

木下（2007）の修正版グラウンデット・セオリー手法（MGTA）を採用している。

ニュース選択、取材、編集などニュース制作の各プロセスの中でみられる政治・経済要因と一定の

距離を置くという独立性の実現、そして、ニュース制作能力と関わる資源関連の4項目に注目しながら、

調査で得られたデータを GTA 解析方法によってコーディング作業を行った。コーディング作業では41

の概念が作られ、それをカテゴリー化した結果、以下のようにチャート化することができた。

4. 結果

４－１　ニュース制作過程
図1をみると、上から「ニュース素材探し」、「ニュース選択」、「取材」、「編集」、「オンエア」のフローで

ニュース制作が行われている。

ニュース素材探しの段階では、2局とも報道局内に専用電話が設置されている。専用電話からの情報

提供はニュースルームにある共有のニュースノートに記入され、ニュース選択の際に参考として使われ

る。MNB には、一般国民や NGO 団体からの電話も寄せられるが、大統領、総理、政府、国会など政

治機関の広報担当部署から記者会見を知らせる電話が多く、ニュース選択の際にはこれら政府機関に関

する情報が多く書かれているニュースノートが重要な材料になっている。一方、TV9は、ニュース番組

のコーナーとして存在する「ビジネスニュース」での露出を目的に、自社への取材を求めてくる企業の

電話や一般国民からの電話があるが、ニュースノートの活用度は MNB ほどではない。

取材段階では、総理大臣（モンゴル人民党）の政治資金問題で NGO 機関（民主党関連）主催の記者会

見に同行した際、取材に来た放送局が非常に少なかった点から、どの政党関連のニュースかが放送局側
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の取材の有無を左右する可能性がうかがえた。また、公共機関や警察署で関係者のインタビューを取ろ

うとする際、インタビューに応じてくれないケースが多く、記者たちにとって独自取材内容を裏付ける

信頼性のあるニュースソース確保が難しい状況もうかがえた。　

　　　
図1　モンゴルのテレビニュース制作過程の概念図

ニュース選択の段階では、（１）放送局が追求するニューススタイル、（２）ニュース価値観とジャーナ

リズム意識、（３）放送局のカルチャーとプロフェッショナリズムの3つのテーマが浮かび上がった。

この中から「独立性」の検討要因となる「隠れた広告」と「政治性のある有料ニュース」が確認できた。

そして「組織資源」の検討要因に「組織カルチャー」要因が新たに加えられたプロフェッショナリズムに

影響する「組織特性」が確認できた。

GTA 分析で浮かび上がった3つの主要テーマと、「組織資源」と「独立性」の検討要因、そして新しく加

えられた「組織カルチャー」要因を一つの図に表したのが図2である。
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図2　モンゴルのテレビニュース制作過程でみられたプロフェッショナリズムへの影響要因

４－２　放送局が追求するニューススタイル
放送局が追求するニューススタイルの部分では、組織資源と関連する「ニュース解説や論評数」、「効

率至上型のニュース制作頻度」、そして「特別企画コーナー数」について特徴的な点が確認できた。また、

組織資源に関する検討要因とは別に、放送局のプロフェッショナルなニュース制作に影響を及ぼすとみ

られるメカニズムについても確認できた。

（１）「ニュース解説や論評」、「効率至上型のニュース」

Beam（1990）は組織資源を示す指標の一つとして新聞の社説ページ数を挙げている。社説は組織の

中で、ある程度実力が認められた人材、例えば日本では論説委員にあたるジャーナリストが書くコンテ

ンツであり、社説ページ数が多ければ多いほどその組織は優れた人材を多く保有しているとの根拠とさ

れる。

テレビニュースでは、社説にあたるコンテンツとして「ニュース解説や論評」が考えられるが、MNB

と TV9の両局で、これらのコンテンツに関するものはみられなかった。そのため、本項目においては、

両局の組織資源の差は語れない。

一方、組織資源を示す指標の中で、〈一般記者の社説執筆起用頻度〉は、新聞の社説に相当する特別セ

クションを担当できる熟練ジャーナリストが不足する中、一般記者にその執筆を任せるケースで、その

頻度が多ければ多いほど、優れた人材が不足していることを意味する。

〈各新聞で共同・反復利用のため予め用意された社説〉も、同じく熟練ジャーナリストの人材不足を

ニュース素材探し

↓

ニュース選択

↓

取材

↓

編集

↓

オンエア

（１）放送局が追求するニューススタイル
○効率至上型のニュース

（TV9：「重大ニュース」，「Focus Press」）
〇特別企画コーナー（TV9：「INFO」）
△企画ニュース（⇔ストレートニュース，TV9）

（２）ニュース価値観・ジャーナリズム意識
●隠れた広告（MNB）
●政治性のある有料ニュース

○編集に関わる人的資源（編集者システム）

■ニュース原稿
チェックシステム

■制作・編集方針

■チーフ編集長に
対する記者たちの
態度（企画ニュース
テーマへのチェック）

（３）組織カルチャーと
プロフェッショナリズム

ニュース制作過程 「組織資源」検討要因 （Beamの尺度採用）
✚

「独立性」検討要因

追加された
「組織カルチャー」要因

「組織資源」 「組織カルチャー」 「組織特性」

※ ○：「組織資源」検討要因 △：「組織資源」と関わりのある要因 ●：「独立性」検討要因
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示す指標と言える。社説という熟練ジャーナリストが担当すべきコンテンツを担当できる人材がいない

ため、配信コンテンツなどでカバーしていると解釈でき、組織資源の豊富さにおいてはマイナス要因と

して働く。〈一般記者の社説執筆起用頻度〉や〈各新聞で共同・反復利用のため予め用意された社説〉をテ

レビニュースで考える際、人的資源投入を節約する方策としての「効率至上型のニュース」と見なすと

するなら、これらのコンテンツが多ければ多いほど、組織資源の貧弱さを示す根拠となる。

MNB で効率至上型のニュースコンテンツはみられなかったが、TV9では、夕方メインニュース番組

の中にある「重大ニュース」というコーナーが効率至上型のニュースとして確認できた。「重大ニュース」

は、国民が知るべき重要ニュースと判断した内容を、一日4本程度ピックアップして放送している。し

かし、熟練ジャーナリストが担当するだろうと予想されるこの重大ニュースの選択とレポートを担当し

ているのは、大学卒業後、TV9に入社して2年という短い経歴の記者1人で、しかも新人の時からこの

ニュースを担当していた。その意味で、「重大ニュース」は TV9のニュースにおいて人的資源投入を節約

する方策として機能していると見なせるだろう。

また、TV9には「Focus Press」というコーナーがある。日刊紙の記事の中から局長が直接選んだ4つ

から多い場合は7つ程度の記事の要旨がナレーションによって紹介されるものである。本コーナーの制

作のために、別途、記者が配置されることはなく、新聞記事をそのまま利用して制作している。「Focus 

Press」も「重大ニュース」の制作でみられたように、人的資源投入を節約する方策として位置づけられ

ているとみられる。

「重大ニュース」と「Focus Press」の存在から人的資源が不足する民放 TV9のニュース番組制作の現状

が読み取れると言えるだろう。

（２）「特別企画コーナー」

〈プロジェクトやシリーズ記事〉は一般記事以外にそれを担当する人力が別途必要であり、これは日

本で言う「遊軍記者」に相当する。これらの記事数が多ければ多いほどより多くの人的資源を保有して

いると考えられ、プロジェクトやシリーズ記事数は組織資源の豊富さを示す要因として挙げられてい

る。テレビニュースでこれにあたるコンテンツになるのは、通常のニュースとは別に設けられている「特

別企画コーナー」と言える。

公共放送 MNB ではこれにあたるコンテンツは特にみられなかった。一方、TV9では21ある地方の

各アイマグ（県）の現地人を記者としてトレーニングし、その現地記者から E メールでニュース映像コ

ンテンツを伝送させて放送する「INFO」という地方ニュースコーナーが存在した。MNB は、大統領や総

理の番記者による国家元首の地方出張への密着取材はあるものの、TV9のように地方に記者を派遣して

はいない。

「INFO」コーナーの制作に関わる現地人記者を、毎日取材を行っている本社記者と同じレベルの人的

資源と見なし、それをもって組織資源の豊富さを表す根拠とするには無理があるかもしれない。しかし、

MNB では扱っていない地方のニュースを増やす努力として、その地域に密着したニュースを充実させ

ようとしている点では、21アイマグの現地記者の取材動員力とネットワークをもつ TV9の方が、より

積極的なニュース制作姿勢を持っているとは言えるだろう。

（３）「企画ニュース」（vs. ストレートニュース）

今回採用した Beam の「組織資源」の検討要因に該当するものではないが、それと関わりのある要因

として、放送局が追求するニューススタイルが、ニュースの質を低下させる制作メカニズムを生み出し
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ている状況が、TV9でのインタビューや取材同行から確認できた。

ニュースにはさまざまな種類があるが、日本では、新聞報道研究会が取材方法や報道の様式に注目し、

①ストレートニュース、②調査報道、③キャンペーン報道、そして④論評・解説の4つに分類している

（新聞報道研究会　1995：181-182）。この4つの中で、「キャンペーン報道」と「論評・解説」を除く「ス

トレートニュース」と「調査報道」が、一般的にテレビで報道されるデイリーニュースの多くを占めてい

ると言える。

「ストレートニュース」は、政治や経済、社会、国際といった分野で日々起きている出来事を伝える

もので、個人的な意見や主張ではなく、客観的な事実を伝えることが求められる。

「調査報道」は、記者がそれぞれの問題意識に基づき視点を定め、隠れた事実を掘り起こして報道す

るものである。ストレートニュースが日々の出来事を追いかける受身の取材だとすると、調査報道は能

動的で積極的な取材によるものであり、その意味では「独自報道」とも言われる。取材対象を決める問

題意識や問題の切り口、事実を掘り起こすために必要な発想や検討など、記者個人のニュース感覚や公

正で誠実な姿勢が報道の信頼性に大きく影響するとされる。

Beam（1990）は、ジャーナリズム組織のプロフェッショナリズムを測る7つの尺度のうちの一つで

ある「編集における積極性」を示す指標として「調査報道」を挙げている。記者個人のニュース感覚や誠

実さが求められる部分もあるが、ニュース組織としては、時間や財政的資源がより必要とされる独自取

材によるこれらの報道が多ければ多いほど、そのニュース組織は、よりプロフェッショナルなニュース

制作を行っていると解釈できる。

モンゴルでは、記者会見やイベントなどへの取材をもとに事実をそのまま報道する「ストレート

ニュース」と、社会問題や記者が関心をもつ科学、文化、海外関連ニュースなど、多様なテーマを記者

独自で決め、取材報道する「企画ニュース」の2種類のニュースがあることが今回の調査で分かった。

「ストレートニュース」は日本で認識しているストレートニュースとほぼ同様のものとみられる。「企

画ニュース」は、記者独自の取材によるものという面では日本やアメリカの「調査報道」や「独自報道」

と類似しているとみられる。しかし、実際のモンゴルにおける「企画ニュース」の事情は、ニュース組

織の取材力や取材方法などを考えると、日本やアメリカのそれとは異なる。したがって、企画ニュース

の分量や頻度が多いということでそのニュース組織がよりプロフェッショナリズムに立脚していると

は言い難い部分がある。

各局でのインタビューデータによると、MNB はストレートニュースが全体ニュースの6割、TV9は

企画ニュースが全体ニュースの7割を占めるよう、それぞれの局で目標値を設定していることが示され

た。目標値だけをみると、企画ニュースを全体ニュースの7割に設定している TV9のほうが、よりニュー

ス感覚のある人材とニュース制作能力を持っているようにみえるが、記者の数と勤務システムをみると

実際はそうではない。

MNB では 22人のジャーナリストがニュース取材に動員されている一方、TV9では 12人のジャーナ

リストが取材を担当し、MNB が TV9より取材動員力を10人多く保有する。

MNB では一人の記者が毎週1本から2本の企画ニュースを担当しているのに対し、TV9は MNB より

10人少ない取材動員力で全体ニュースの7割を企画ニュースとして制作しようとしているため、TV9

の記者は毎日2本の企画ニュースを担当するハードな取材スケジュールを強いられている。2011年3

月2日のインタビューで、TV9チーフ編集長のウォトゴン氏から、激しい視聴率競争の中、他の民放局
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のニュースとの差別化を図るため、ストレートニュース向きの記者会見の取材内容も、異なる角度で

テーマ設定をしたり、記者独自の現場レポート、演出、映像制作に少し工夫をすることで企画ニュース

化し、企画ニュースを多く制作する方針を採っているとの話を聞くことができた。このような TV9の

企画ニュース制作重視方針がニュースの質に影響を与えていることも確認できた。

実際に、TV9で取材同行をした2011年3月10日は、野犬が人に害を与えるなどの理由で殺され、

犬の殺処分が増えているとの内容を企画ニュース化しようとしていた。これと関連して、殺された犬の

肉と皮を加工する工場があるとの情報は入手して企画を掘り下げることが出来たはずだが、工場が遠距

離との理由で工場への取材を諦め、代わりに市内にあるペット用品店を訪ね、店員を取材して、この企

画ニュースとは直接関連のないシーンでの撮影が行われた。その後、店の中で椅子に座っている記者の

膝に大きな犬を乗せる演出で現場レポートをする様子が確認された。

正確な事実をもとに報道するためには遠距離であっても工場まで足を運ぶべきだが、この日は4つの

取材がスケジュールされており、手軽く取材できる場所に行かざるを得なかったとの印象を受けた。そ

れでもインパクトのある取材映像を撮影しようと大きな犬を記者の膝に乗せる演出にこだわり、何回も

繰り返して撮影を行っていた。

４－３　ニュース価値観とジャーナリズム意識
「隠れた広告」、「政治性のある有料ニュース」など、テレビ局の独立性に関する検討項目は、記者や放

送局組織のニュース価値観やジャーナリズム意識と関連する内容として、取材同行とニュースルームで

の記者たちとの話から確認できた。

ニュース番組の役割と資金調達との間での妥協の産物と理解される「隠れた広告」について MNB で顕

著な例がみられた。

公共放送法第13条では、子供向け番組に限って子供向けの広告を許可し、それ以外のすべてのコマー

シャルと「隠れた広告」は基本的に禁じるとしている。

しかし、2011年3月15日、研修中の MNB 記者に同行して、取材先企業の新商品についての情報を

ニュース番組の中で放送しようとする事例を観察した際、取材先から放送局に対価が払われると記者

から聞いた。これによって「隠れた広告」の存在が確認できた。MNB チーフ編集長のムンフトル氏も、

NGO 機関や企業の要請があり、国民に必要なニュースだと判断した場合には取材に行き、取材先から

宣伝の対価をもらうことがあると説明しており、国民に必要な情報をニュースと判断して扱う限り、対

価をもらうことに問題はないと意見を述べた。MNB では「隠れた広告」が暗黙、当然視されているとみ

られる。

選挙時期には、政党要請による選挙演説や政党宣伝内容をニュース枠で放送する代わりに電波料をも

らう有料ニュースが急増する傾向がある。2011年2月25日、MNB のある記者からは、政治性のある

有料ニュースを放送することがジャーナリズムの独立性に影響を与えるとして疑問を感じるとの話を

聞き、公共放送法への解釈も含め、局内でもジャーナリズムのあるべき価値観をめぐって矛盾や混乱が

存在していると言えるだろう。

一方、TV9にはニュース番組の中に「ビジネスニュース」コーナーが存在した。飲食店やデパートのオー

プン、セール、企業や新商品の紹介などもひとつのニュースという扱いで放送されている。一般ニュー

スと混同しないようにビジネスニュースの開始時にはコーナーを知らせる音楽と映像で区分はしてい
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るが、企業宣伝ともとれる「ビジネスニュース」をコマーシャルとは別途にニュース番組中に入れるの

は、国民に必要な情報をニュースとして捉える TV9のジャーナリズム意識を反映しているとも言える。

MNB における「隠れた広告」の存在とそれに関するチーフ編集長の考え方、そして企業宣伝を国民に

必要な情報という視点からニュース扱いをする TV9の「ビジネスニュース」は、ジャーナリズム概念と

資金調達との間に妥協が行われている状況を表していると言える。

今回の調査期間中、TV9で政治性のある有料ニュースの存在は確認できなかった。しかし、Globe 

International が発行した Monitoring Report on the 2009 Presidential Election Coverage（2009）によると、

2009年度大統領選前の15日間の選挙キャンペーン時期に TV9は、有料ニュースや政党 PR といった

選挙関連放送のうち54％をニュース番組の中で放送していた。TV9でも政党 PR の有料ニュースが存

在感を示していると考えられる。

４－４　放送局の組織カルチャーとプロフェッショナリズム
放送局の組織カルチャーとプロフェッショナリズムの部分では、プロフェッショナルなニュース制作

に影響する組織資源として、「編集に関わる人的資源の規模」がニュースルームでの観察を通じて確認で

きた。同時に、これらの組織資源に加え、MNB と TV9にはそれぞれ特有の「組織カルチャー」が存在し、

「組織資源」と「組織カルチャー」がプロフェッショナルなニュース制作業務に影響する可能性がうかが

えた。

（１）「編集に関わる人的資源の規模」とニュース原稿のチェックシステム

「編集に関わる人的資源の規模」は MNB が TV9より優位で、両局には編集者システムと、それと関

連して編集者によるニュース原稿のチェックシステムに差があった。

MNB にはチーフ編集長を支える中間的リーダーとして3人の当番編集長がいる。3人の当番編集長

によるトロイカ編集制度はロシアの影響を受けたもので、経歴8，9年のベテラン記者が当番編集長と

なり、3人が毎日交代しながら担当する。当番編集長は記者の取材派遣や、午前、午後の10分ニュー

スのニュース選択とオンエア、20時メインニュース項目の順番を含め、第一版のニュース選択を担当

する一方、ニュースソースの確かさ、文法、表現などを中心に記者たちのニュース原稿をチェックして

いる。

MNB のトロイカ編集制度に対し、TV9は入社2年以上の記者たちが順番で1週間ずつ担当する交代

制の当番編集長制を採っている。当番編集長の役割を果たすのに MNB ほどの経歴や専門性は求めら

れておらず、また、当番編集長が、記者たちが作成したニュース原稿のチェックをする光景もみられ

なかった。

（２）MNBと TV9 の組織カルチャーにおける差

今回の調査では、これら組織資源に関わる要因だけでなく、ニュースの質に影響すると予想される

MNB と TV9それぞれの組織カルチャーの存在が確認できた。

ひとつは、編集方針やニュース制作方針の有無である。MNB には、「国民に知らせなければならない

必須のニュース」として、年2回その具体的項目が更新されるほか、「公共の利益を重視するニュース」、

「‘ 今、現在 ’ の時宜性をもつニュース」など3つの編集方針が確認され、ニュース選択における基本軸

を形作っている。

また、1本の企画ニュースには3つから4つのニュースソースがあること、取材した記者はニュース
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の中でレポートをすること、映像にミスがないこと、インタビューやビデオ映像は20秒以内に収める

こと、ニュースはできる限り3分を超えないことなどの制作条件が存在し、これについては入社時にチー

フ編集長から教育・研修が行われる。一方、TV9は、ニュース制作業務にあたって記者たちが従うべき

ニュースルーム規則は存在するものの、ニュースの方向性を随時決めるなど、全体的に一貫した編集方

針がみられない。

組織カルチャーを構成する二つ目の要因は、チーフ編集長に対する記者たちの態度である。MNB の

チーフ編集長は報道局の記者たち全員を管理する責任者でありながら20時のメインニュース項目の最

終決定権者であり、現在のチーフ編集長は1989年に記者として MNB に入社し、17年間の記者経歴を

経て2006年からチーフ編集長になった。ロシアで学士を取得し、アメリカの大学院で4年間ジャーナ

リズムを勉強したモンゴルでも著名な記者で、MNB の記者たちにとってこのチーフ編集長は尊敬の対

象である。

また、記者たちが筆者にチーフ編集長を「ボス」と紹介したことや、有料ニュースの妥当性について

チーフ編集長の考えを代わりに聞いてくれないかとの発言も聞かれ、チーフ編集長と記者たちの間に権

威的な上下関係があるとみられた。これには記者たちの企画ニューステーマへのチーフ編集長のチェッ

クが機能しているとみられる。

MNB では、チーフ編集長が記者たちの企画ニューステーマについて時宜性と局の編集方針を基準に

チェックを行っている。その時にカットされる場合が多いことから、チーフ編集長の権威は記者たちに

緊張感をもたらしていると考えられる。

一方，TV9のチーフ編集長は、2003年に TV9の創立時期に入社した第1世代の記者で、実力のあ

る女性ジャーナリストとして評価され、5年間の記者経歴を経て2008年からチーフ編集長になった。

MNB ではチーフ編集長の部屋が別にあったのに対し、TV9のチーフ編集長のデスクは他の記者たちと

同じくニュースルームにあり、記者たちがチーフ編集長のデスクや椅子を必要に応じて使用したり、編

集長が席に戻っても直ちにもとのように、チーフ編集の業務が再開できる状態に戻さない場面も見られ

た。場合によって記者たちと同じく取材に行くこともあり、TV9のチーフ編集長は MNB ほどの権威は

感じられない。TV9では、チーフ編集長が局長との話し合いをもとに記者たちへ大まかな取材指示を出

し、MNB のようにチーフ編集長が記者の企画ニュースのテーマをチェックすることはない。

５．考察

体制転換後、移行期にあるモンゴルのテレビジャーナリズムにおいて、政治的に中立な立場を持つべ

きテレビ局の独立性の実現と、メディアの自由化に伴うプロフェッショナリズム低下の具体像とその影

響要因を探るため、元国営放送である公共放送 MNB と民放 TV9のニュース制作業務からみられるプロ

フェッショナリズムについて検討を行い、次の2点の知見を得ることができた。

ひとつめの知見は、政治・経済要因と一定の距離を置くべき「独立性」を阻害する「隠れた広告」や「政

治性のある有料ニュース」といったポスト社会主義国家でみられる一連の現状がモンゴルでも共通にみ

られたことで、特に、これらが顕著にみられた公共放送で「独立性の実現」が問題視される点である。

「政治性のある有料ニュース」の原因としては、先行研究でもみられたように選挙広報放送に関する

法制度上の問題が考えられる。選挙3法は、選挙広報放送においてお金を支払えばいくらでも政見放送
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が可能な仕組みになっている。公共放送法でも選挙広報放送についてはこれら選挙3法に従うと明記し

ていることから、テレビ局と政党が協力関係になりやすい法制度が、公共放送の独立性を妨げる原因に

繋がっていると言える。

「隠れた広告」の原因として考えられるのは、自立できない資金調達構造にも関わらず、収入源にな

る広告放送を過度に規制している公共放送法の内容である。公共放送 MNB の運営資金は、受信料（2010

年時点で1世帯当たり約80円）が4割、政府支援金が4割、その他2割を国際機関の援助や国内外人の

寄付金、放送機材のレンタル、そして広告費などで自主調達している。受信料だけでは運営が難しい状

況下で、広告収入や政府からの支援金に頼るしかないが、公共放送法で広告放送時間を総放送時間の2％

以内と定めていることや、子供番組の時間帯に子供向けの広告のみが放送可能になっており、プライ

ム・タイムのニュース時間帯や20分以内の番組には広告を放送できないとの制限がある（李　2011：

136）。このような広告時間や広告内容に対する過度な制限がある中で、「隠れた広告」は、国民から徴

収する受信料が増えない限り、政府からの支援金により強く依存しかねない公共放送としての最悪の状

況を防ぐ妥協点になっているとも考えられるのである。

公共放送局の独立性が保障できない選挙広報放送関連法や、経営難の突破口となれる広告放送を過剰

に規制する公共放送法によって、移行期国家モンゴルの公共放送は、政党や企業などとつながりをもつ

構造から離れにくい環境にあると言えるだろう。「隠れた広告」が妥当との見解を示した MNB チーフ編

集長のジャーナリズム倫理意識にも疑問の余地があるが、体制転換を経て手に入れた公共放送を維持す

るためには、現実性のある公共放送法の整備が欠かせないと考えられる。

ふたつめの知見は、メディアの自由化で低下したプロフェッショナリズムの中心には視聴率を意識し

た民放の企画ニュース重視方針とニュースルームのチェック機能低下があり、中でもニュースルームの

チェック機能低下には、当番編集長によるニュース原稿チェック、ニュース制作や編集方針、チーフ編

集長による記者たちのニュース感覚トレーニングの3点の不在が影響するとみられることである。

民放 TV9では、限られたニュース素材をできる限り独自のニュースとして伝え、視聴率を獲得しよ

うとする企画ニュース重視方針が、ニュースの質低下を招いていた。TV9は数多い他民放局のニュース

と差別化を図るため、ストレートニュースになれる取材内容もそれを企画ニュース化し、企画ニュース

が全体ニュースの7割となるよう制作しようとしていた。しかし、通常、ニュース感覚や誠実さなど記

者個人の素質以外に、ニュース組織としては時間と財政的資源が必要とされる独自取材が前提となる企

画ニュースを、限られた取材人力を動員して制作しようとすることで、ニュース内容と直接関連のない

シーンで納めることや、内容よりインパクトのある映像作りにこだわる状況が起きていた。言論の自由

化で異常に増えた民放局間の視聴率競争が、質のあるニュース制作を阻害する形となっていると言える

だろう。

プロフェッショナリズム低下のもう一つの原因としては、ニュースルームでのチェック機能の低下が

挙げられる。

まず、当番編集長によるニュース原稿のチェックが行われるのは公共放送 MNB だけで、原稿チェッ

クを行う当番編集長に求められる資質や専門性にも MNB と TV9には差があった。記者として長年の経

験を積み、中間リーダーとしてふさわしい素質を備えた記者が当番編集長になる MNB は、その当番編

集長による後輩記者たちへの徹底したニュース原稿のチェックが行われていた。しかし、一般記者が順

番で1週間ずつ交代しながら当番編集長を担当する民放 TV9は、チェック機能がほとんど働いておらず、
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間違ったニュース内容や文法がそのままレポートされる可能性が MNB より高いと考えられる。

また、報道局内のニュース制作や編集に関する具体的な方針においても、MNB は、「国民に知らせな

ければならない必須的なニュース」、「公共利益を重視するニュース」、「‘ 今、現在 ’ の時宜性をもつニュー

ス」など3つの明確な編集方針をもってニュース選択を行っており、1本のニュースの中に入るニュー

スソースの数やインタビュー時間制限など、従うべき基準が存在し、入社時から記者たちに教育されて

いる。しかし、TV9はニュース制作や選択時に従うべき基準がみられなかった。取材物が定められた基

準に合っているかどうかを検討する作業がチェックだとすると、基準になる具体的な編集方針やニュー

ス制作方針が不在ということは、チェック機能の低下につながりかねないとも言える。

最後に、記者たちがジャーナリズム教育機関よりも現場でジャーナリズムを学ばせる機会が多いとみ

られる現状から考えると、編集室で最高の権威者であるチーフ編集長による企画ニューステーマに対す

るチェックがある MNB では、記者のニュース感覚、つまり、ニュースになりうるトピックを取り出す

能力を養うトレーニングが、日々行われていると言える。その意味で、チーフ編集長による企画ニュー

ステーマのチェックがみられない TV9では、記者たちのニュース感覚を訓練する機会が MNB より少な

いと考えられる。

ここでひとつ疑われるのが、企画ニューステーマのチェック機能の不在とニュースルームのカル

チャーとの関連性である。TV9の記者たちの中には、入社理由として他の民放局よりも特に良い同僚

関係、良い職場環境を挙げた者が数名いた。チーフ編集長によるニューステーマのチェックがないこと

が、記者たちの中で不十分なニュース価値判断力を向上させようとするモチベーション不在につながっ

ているとも考えられる。これに TV9の同僚愛の強い職場環境が加わり、能力不足が起因するミスや問

題点があっても、互いに指摘しないニュースルームのネガティブなカルチャーが生まれ、ジャーナリズ

ムのプロフェッショナリズム低下をもたらしている。

元国営放送と民放の比較調査の形を採っている本調査が、民放局として TV9だけを対象としている

点で、こういったニュースルームのカルチャーとニューステーマのチェック機能不在とを関連付けて推

測することに限界があると言えるだろう。

しかし、メディア・ジャーナリズムの自由化によるプロフェッショナリズム低下の具体像とその影響

要因を探る目的で行った本調査では、公共放送 MNB が民放 TV9よりプロフェッショナルなニュース制

作環境整備が進んでいると言える「編集作業に関わる人的資源」とそれに連なるニュース原稿チェック

システムに加え、ニュース制作や編集方針、チーフ編集長による記者たちのニュース感覚トレーニング

など、チェック機能を中心として、編集室でジャーナリズムのプロフェッショナリズムを徹底させるこ

とが、プロフェッショナルなニュース制作に大きく影響する可能性を見出せた。

民主化後のモンゴルにおけるジャーナリズムのプロフェッショナリズムの低下要因と関連したより

踏み込んだ研究に向け、今後は、メディア組織内のチェック機能の有無とジャーナリスト同士の批判や

指摘を受け入れる組織文化などについて、他の民放も視野に入れた、より踏み込んだ調査研究を進めて

いく必要があると考える。
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註

１） 1998年に「言論自由法案」が制定されたほか、2005年には「公共ラジオ・テレビ法」、2011年3月には一

般放送事業者向けの法律である「テレビ・ラジオ放送調整案」が発表され、最近の2011年12月1日からは「情

報公開と情報へのアクセス権利法」が施行された。特に、初期の法である「言論自由法案」は、メディアの自

由を制限する法律制定の禁止、国による報道内容のチェック・監督の禁止、国からの維持運営費の財政支援

をメディア機関が受け取ることへの禁止、政府機関によるメディア所有と支配禁止など、具体的な実行方策

のないわずか4箇条からなる法律であり、記者の権利保障などはまったく含まれておらず、制定当時、非難

の声が多かった。

２） モンゴルメディア言論の自由のための NGO，Globe International が発行した Media Freedom Report 2010

によると、2010年5月から2011年5月までの間、ジャーナリストの権利を侵害する刑法や民法上の訴訟、

取材装備の損害や押収、脅迫、編集物の検閲、情報源公開の強要などが30件に至り、そのうち75％が権力

者や公務員の指揮下でなされた（Globe International，2010）。

３） モンゴルの国営通信社モンツァメが発行する日本語新聞「モンゴル通信」（2012年8月10日）によると、モ

ンゴル人民革命党党首であり、元大統領の N. エンフバヤル氏が汚職事件に関する裁判で有罪となり、モン

ゴル人民革命党党首の職権を4年間禁じるほか、所有する TV9テレビの器械や技術を押収するなどの判決が

言い渡された。これにより、TV9がエンフバヤル氏が所有するテレビ局であることが明らかになった。しかし、

テレビ局が政党と親密な関係をもつモンゴルのテレビ局の状況を考えると、TV9は、選挙時期以外の報道に

おいては、他の民放と比べて比較的公正な内容で、多様な社会問題を扱うなど、評価できる報道を行ってい

るとの意見を報道研究所の関係者やテレビ業界の関係者から聞くことができ、本調査の調査対象として問題

はないと考えられる。
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《研究ノート》

B.ヒシグデルゲル

モンゴルにおける日本語教育の現状と課題

はじめに

モンゴルと日本の友好関係は近年、幅広い分野で発展している。本年は両国の外交関係樹立 40 周年

の年であり、その一環で S. バトボルドモンゴル国元首相が日本政府の招請により 2012 年 3 月 10 日か

ら 15 日までの日程で日本国を訪問した。訪問中様々な分野について会談が行われ、人的交流・文化交

流が一歩進んだことを強調した。日本側は 2010 年にモンゴル側が開始した、モンゴルに短期滞在する

日本国民に対する査証免除措置を高く評価するとともに、バトボルド首相の今次訪日に際して、在大阪

モンゴル国総領事館が開館することを歓迎したそうだ。

このように両国の交流が益々盛んになっていることに従い、日本語を学習する青少年は少なくない。

モンゴルにおける外国語学習の選択状況から見ると、英語を第一外国語とした場合、第二外国語には中

国語、日本語、韓国語などアジアの言葉を選ぶ傾向がある。

2009年時点で、世界の126カ国７地域で、約300万人が日本語を学習しているが、モンゴルでは、

約1万2000人が日本語を学習している。

本稿では、モンゴルにおける日本語教育の現状と課題を考察する。

課題として、

Ⅰ．日本語教育の歴史

Ⅱ．言語的側面、その有利な点と不利な点

Ⅲ．モンゴルにおける日本語教育の今後の課題　をとりあげる。

Ⅰ．日本語教育の歴史

モンゴル人（モンゴル国）への日本語教育の歴史は、以下の三つの段階に大まかに分けることがで

きる。

1. 第二次世界大戦前のモンゴル人への日本語教育（1945年迄）

2. 第二次世界大戦以降のモンゴル人への日本語教育 (1945年から1990年 )

3. 民主主義化されてからのモンゴルでの日本語教育 (1990年以降 )

1. 第二次世界大戦前のモンゴル人への日本語教育（1945 年迄）
モンゴル人への日本語教育の歴史は比較的新しい。第二次世界大戦前、1932年に日本は「満州国」の

内モンゴル人居住区（いわゆる「蒙古連合自治政府」支配地域）で日本語教育を行っていた。
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当時の日本語教育の問題点を述べてみよう。

①植民地主義的強制教育であった、

②教師は大陸侵略の尖兵（＝「文化戦士」）であった、

③教科課程が不完全だった、

④教材が不足していた、などから考えてみれば、日本語教育には当時の社会経済および、政治情勢が

反映していたことがわかる。

当時、日本語教育の問題点としてよく取り上げられたのは教員の問題であった。

例えば、　

①転職する教員が多いこと、

②教員の交流の減少、

③身分の不安定さ、

④教育行政官の質の低下、

⑤派遣教員の斡旋の仕方に問題があること、などであった。

日本語教育関係者の数は千人から数千人上で、日本語教育よりも政治方面に目を向けるものも多く、

正しい日本語を使えず、経験不足の教員も多かった。その上、排日運動＝民族的抵抗が強かったため、

日本語教育はそれほど効果的ではなかった。

2. 第二次世界大戦以降のモンゴル人への日本語教育　(1945 年から 1990 年 )
1921年の人民革命以降、日本とモンゴルは正式の国交がとだえた。両国の国交断絶により日本語教

育は様々な制約を受けることになった。

1949年に中華人民共和国が成立し、内モンゴル自治区では漢字への日常的接触が増え、日本語教育

の扉が徐々に開かれていった。一方、モンゴル人民共和国 ( モンゴルの旧国名 ) においては、キリル文

字化が進み漢字への接触もほとんどなく、日本語教育は不利な状況に置かれた。モンゴルでは、旧ソ連

での方法に準拠して、少数精鋭主義（＝少数の日本・日本語専門家養成）による日本・日本語教育が行

われた。その目的は、敵性国家（＝日本）の実情を知ることにあった。

1970年初頭、モンゴル・日本の外交関係の樹立に伴い、モンゴル国立大学で日本および日本語研究・

教育専門家の養成（１年間に５～６人）が始まった。日本人の教官は、毎年１人、招聘された。

だが、日本語教育は一般的なものではなく、第二外国語ですらなかった。

3. 民主主義化されてからのモンゴルでの日本語教育　(1990 年以降 )
1989年末、モンゴルで民主化運動が起こり、1992年には社会主義を完全に放棄した。急速に社会

の民主化が進む中、社会の仕組みが大きく変わり、数多くの青年に日本語を学習する強い動機を与えた。

モンゴルと日本の交流が深まり始めるのにともない、日本語および日本語教育が盛んになった。初等・

中等学校で、第二外国語として日本語教育が開始された。

しかし、

①大学などの高等教育との接点（＝継続性）がないこと、

②モンゴル人に適合した教科書がないこと、

③教員の質、
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④大学などの高等教育機関では、初等・中等教育とは無関係に、日本語教育が行われていること、な

どの問題点がある。

現時点で、日本・日本語教育専門家の質と量は十分とはいえない。また、例えば、クラス編成の工夫

などを行うことによって、初等・中等教育および高等教育間の、日本語教育の一貫性と関連性を強める

ことが必要である。

Ⅱ．言語的側面、その有利な点と不利な点

モンゴル語と日本語は言語構造に類似性があり、モンゴル人にとっては他の外国語より日本語の方が

学習し易いといった認識がある。

モンゴル人が日本語を学習する際に有利な点を以下に挙げる。

①言語構造の類似性による読解（日本語からモンゴル語へ）の容易さ

文の語順が似ているので、単語を覚えていればその文を訳せる。

②モンゴル語発音の多様性と日本語発音の単純性による日本語発音の容易さ

	 例： “ ＬとＲ ”　( лとр )

	 ' баярлалаа '　( ありがとうの意味 )

③「子音」＋「母音」の規則性

モンゴル語における「発音」の不規則性は少ない。

（日）ゾリック→（モ）зориг

④モンゴル人の口承文芸的伝統による「暗唱」の習慣

文法（文型）学習、会話学習の容易さ

次に、日本語学習者の間にみられる不利な点を考えてみよう。初級学習者においては、微妙な差異に

よる誤りが多い。

①助詞の誤用

　	例１：「が」と「は」の混乱　

	 　モンゴル語には「が」「は」に当たるものはない。　

　	例２：「に」と「から」の誤用　

	 　( モ）- аас　асуух、（日）「に」＋きく（先生に聞く）

	 　日本語の「先生に聞く」というのはモンゴル語の表現では「先生から聞く」になる。

	 例３：主語における助詞の省略

	 　「これ本です」（×）

　	例 4：目的語における助詞の省略

	 　「本読みます」（×）

②構文の誤用

	 例１：「形容詞＋です」

	 　「よい」＋「でした」（×）

	 　モンゴル語の形容詞には活用がない。

	 例２：「～と思います」
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	 　「～ですと思います」（×）

③漢字の困難性

モンゴル語は漢字を使わない地域の言語になるため、モンゴル人にとって漢字学習は困難を伴う問題

となる。とりわけ、漢字の訓読、音読、多義性による学習者の混乱が多くみられる。

	 例：「本」：もと、ホン、ポン、ボン

Ⅲ．モンゴルにおける日本語教育の今後の課題

日本語の環境に触れる機会が少ない自国で日本語を教えている我々モンゴル人教師の努力は、日本語

教育の発展に重要である。モンゴル人の心理的な特徴に適した教授法の工夫や教員相互の経験の交換、

教師による日本研究は日本語教育の質の向上に貢献するに違いない。一例として、モンゴル国立大学言

語文化学部、モンゴル・日本研究学科の一年生の学生を対象として試みている漢字の指導法を紹介

しよう。

モンゴル人は実際的な傾向が強く、何でも自分の目で見て、手で触ってから信用するといった心理的

な特色がある。だから漢字を教える際、この特色に注目し、以下の順序による漢字の授業の指導法を考

えた。

	 成り立ち⇒書き順⇒読み方⇒使い方

	

	 成り立ち：漢字の成り立ち、その意味を自作の絵や図などを使用し説明する。

	 書き順：漢字の書き方を画数どおりに指示する。

	 読み方：漢字の音読みと訓読みを全部一度に教える。

	 使い方：単語および熟語の使い方を例文で説明する。

この指導法のポイントは「成り立ち」にある。漢字をモンゴル語の訳で説明するより絵や図などの教

材を使用しながら説明した方が覚えやすい上、忘れた場合思い出しやすいことが観察された。この方法

を授業に採用してから、以前より学生たちの漢字の学習速度は上がり、覚える漢字の数も増えた。

また、今後の課題として、モンゴル人向けの日本語教科書、教材の開発がある。弱点に対する重点教

育の必要性を考えると、日本で出版されたモンゴル語からの翻訳書、日本語モンゴル語を対照して読め

るような文献を教材として活用することがあげられる。また、助詞や慣用句、敬語などの誤りやすい点

をモンゴル語で解説した参考書が必要である。

なお、モンゴル人教員の母語知識を高めることは、モンゴル語と日本語を比較しながら解説すること

や言語そのものの理解を深めるために、不可欠であることは言うまでもない。

おわりに

以上、モンゴルにおける日本語教育の現状を概観した。ここで述べたモンゴルにおける日本語教育を

めぐる諸問題については、モンゴルのみならず、世界の他の国々も同様の課題を抱えていると推測され

る。ただし、これらの問題の解決に当たっては、他国の日本語教育における成果を生かしながら、自国
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の学習者の特性を考慮した教授法に取り組むことが重要となる。

本稿を手掛かりに、今後も日本語教育の在り方を考え、また、実践を積み重ねていきたい。
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   1973 онд МУИС-ийн Монгол хэлний ангид хот, хөдөө, гадаад дотоодын 32 оюутан элсэн 
орж байлаа. Биднийг хоёрдугаар ангид суралцаж байхад, зөвхөн ЗХУ-д бэлтгэдэг байсан 
япон хэлний мэргэжлийн хүмүүсийг дотооддоо бэлтгэх, шинэ залуу хүмүүсээр цус сэлбэх, 
Монгол-Японы ирээдүйн харилцааг урьдчилан харсан бодлогоор монгол хэлний ангийн 
оюутнуудаас япон, хятад хэлний группэд (одоогийнхоор бол сонгон) суралцах оюутнуудыг 
сонгон авч суралцуулах болсон билээ. Манай ангийнхан хоёрдахь элсэлт　(1975 он)  нь 
болж, япон хэлний группэд Т.Мөнхцэцэг, Ж.Оюунцэцэг, Д.Оюун, Ж.Энхтуяа, Д.Жаргал 
бидний 6 оюутан суралцахаар болж, Япон хэлний  хичээлийг бидэнд манж хэл заадаг байсан 
Я.Шаарийбуу багш, Найрамдал нийгэмлэгийн ажилтан Алмааз, Хэл зохиолын хүрээлэнгийн 
эрдэм шинжилгээний ажилтан Г.Жамбалсүрэн нар болон Токиогийн гадаад хэлний дээд 
сургуулийн багш Хасуми Харүо, Осакагийн гадаад хэлний дээд сургуулийн багш Онүки 
Масао, Васэда их сургуулийн багш Ёшида Жүничи нар зааж хэлд, хөлд оруулсан юм. 

        Говь-алтайн сонинд ажиллаж байгаад монгол хэлний ангид орсон намайг, төгсөөд 
нутагтаа ирнэ гэж хүлээж байсан аав, ээж рүүгээ “Япон хэл сурахаар боллоо” гэж утсаар 
ярихад “Очиж очиж самурайн хэл сураад байхдаа яадаг юм бэ, чи” гэж загнаж байсан нь 
зөвхөн манай хоёрын ч бодол биш, Японыг зөвхөн самурай гэж, тэр нь хачин түрэмгий 
хүмүүс байдаг гэсэн тэр үеийн нийтлэг ташаа ойлголт, нэр томъёог залруулахад энэ сургалт 
зохих ёсны хувь нэмэр оруулж, хоёр орны хоорондын харилцааны олон салбарт бид бүхэн, 
Их сургуулийн үе үеийн төгсөгчид өөр өөрийн үүргийг гүйцэтгэж яваад, үүнээс улбаалан 
бидний үр хүүхэд, ач, зээ нар минь хүртэл япон хэлийг сонирхон суралцаж, биднийг 
залгамжлаж байгаад их баярлаж, бас бахархаж явдаг юм. 

       Зөвхөн манай группынхнээс гэхэд, Мөнхцэцэг МУИС-ийн Гадаад хэл, соёлын 
сургуулийн тэргүүлэх профессор, доктор, Ж.Энхтуяа,“Green City”команий захирал, 
Оюунцэцэг, яруу найрагч, олон хэлний орчуулагч, би гэдэг хүн Монголд Япон улсын 
оролцоотой байгуулагдсан “Говь”, Дарханы төмөрлөгийн үйлдвэр, Ариун цэврийн цаасны 
“Долгион” үйлдвэр болон эрүүл мэнд, уул уурхай, барилга зэрэг бүхий л салбарт орчуулагч, 
сүүлийн үед япон хэлний багш, судлаачаар чадан ядан ажиллаж төгссөн сургууль, эрхэм багш 
нарынхаа чихийг халууцуулахгүйн төлөө хичээж явна. Гэхдээ, ямар нэгэн гадаад хэлийг төгс 
сурна гэж байдаггүй болов уу гэж сүүлийн үед улам ихээр бодох болжээ, ялангуяа япон хэл 
шиг тансаг атлаа, адармаатай хэлийг...

《雑　感》

Раднаагийн Баттогтох

Санаанаас гардаггүй сар жилүүд
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      Тэр үед одоогийнх шиг олон төрлийн хичээл ч ордоггүй, сурах бичиг, гарын авлага ч 
байхгүй, толь бичиг бол бүр нүдний гэм байсан юм. Өдрийн хичээлд шинээр гарсан үг, ханз 
болгоноороо өөрөө өөртөө толь бичиг болгон хийж, өдөр бүр 50 үг цээжлэх үүрэг өөртөө 
өгч, мартсан үгээ маргаашийн тавин үгэн дээрээ нэмж цээжилдэг байж билээ. Хамгийн 
анхны толь бичгийг Онүки багш маань хэрэг болгон Японоос бидэнд авч ирж өгсөн нь 
Сансэйдо хэвлэлийн газраас эрхлэн гаргасан “Япон-Орос толь бичиг” байсан бөгөөд 
түүнийгээ өглөө, үдэшгүй эргүүлэн, бас ч болоогүй япон хэл үзээд нэг жил ч болоогүй 
шахам байхдаа багшийнхаа бичсэн “То ван, түүний сургааль” гэсэн онолын өгүүлэлийг 
монгол хэлрүү буулгах гэж нухаж суусаар дуусгаж, Дорно дахины судлал сэтгүүлд хэвлүүлэх 
санаатай Онүки багштайгаа хамт С.Лувсанвандан гуайнд очин танилцуулж байсан болон, 
Их сургуулийн гадаад багш нар, оюутнуудын зуны аялал, судалгаанд багшийнхаа орчуулагч 
нэрээр, бүх зардлаа даалган Өвөрхангай, Архангайгаар явж байсан зэргээ бодоход зоригтой 
ч байсан юм шиг, тэнэг ч байсан юм шиг санагддаг юм. МУИС-ийн дөрөвдүгээр ангид орох 
жил буюу 1977 оны хавар Гадаад явдлын Яаманд дадлага хийж байтал Говь-алтай аймгийн 
арван жилийн сургуулийн аравдугаар ангийг  хамт төгссөн, тэр үед ХХҮЯ-ны орлогч сайд 
асан  Г.Дүгэрсүрэн маань Япон руу явах гээд Гадаад яаманд ажил хөөцөлдөж явахад нь 
тааралдаж, дараа жилээс Японы оролцоотойгоор ноолуур боловсруулах үйлдвэр байгуулах 
тухай сонсож, “Чи япон хэлний анги төгсөх юм бол манай яаманд ирж, энэ үйлдвэрт 
орчуулагчаар ажиллаач” гэсэн ам урилга авснаар Монголын хүнд, хөнгөн, хүнсний үйлдвэр, 
бизнес, эрүүл ахуй, спорт, урлаг, аялал жуулчлал, байгаль орчины судалгаа, уул уурхай зэрэг 
бүхий л салбаруудад хэлмэрч, орчуулагч хийх ажил амьдралын зам минь нээгдсэн юм.     

  Японы техник-техонологи, хөрөнгө  оруулалтаар байгуулж эхэлсэн ямааны нооллуур, 
тэмээний ноос боловсруулах “Говь” үйлдвэрт орчуулагчаар ажиллаж байгаад Осакагийн 
гадаад хэлний дээд сургуульд оюутан солилцооны шугамаар судлаач оюутнаар суралцах 
шалгалтанд тэнцэж 1980 оны 10-р сарын 9-нөөс нэг жил хагас суралцах сайхан завшаан 
тохиож, Улаанбаатар-Москва-Токио-Осака гэсэн маршрутаар нисэн очиж Осакагийн баруун 
хойт зүгт ойн захад орших Аомаданид амьдарсан юм. Энэ хугацаанд олон сайхан япон найз 
нөхөдтэй болж, хичээлийн танхимд сурахаасаа илүү найз нөхөдтэйгөө ууж идэнгээ, аялаж 
зугаалангаа японыг таньж мэдсэн минь миний ололт байсан юм шиг санагддагдаг юм.

    Сар бүрийн лхагва гаригт болдог байсан Осакагийн “Монгол судлалын дугуйлан”-д 
оролцож сонирхолтой олон илтгэл, судалгааг сонсдог байсан боловч ямар нэгэн үнэлэлт 
дүгнэлт өгч чаддаггүй байсан нь миний япон хэлний мэдлэг, монгол судлалын цар хүрээ 
өчүүхэн байснаас болсон байх гэж бодохоор одоо харамсах сэтгэл төрдөг юм. Энэ дугуйланд 
оролцсоны хүчинд　あわじ村グループの “Сончё”（村長）Акаиши болон Ашимото, Үэно 
нартайгаа танилцан сайхан нөхөрлөж, гэр орноор нь орж гарч, Тоттори хүртэл хамтдаа 
аялаж, Ватанабэ, Ёшимото, Кагава, Шибаяма, Мураи зэрэг олон найз нөхдүүдтэйгээ амралт 
зугаалганд явж наргин цэнгэж байсан, Тоёонакад байдаг байсан Онүки багшийн гэрт олон 
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удаа өнжин хонон саатдаг байсан, Аважи өртөөний ард байх Акаишигийн гэрт очин нурж 
унасан олон номыг нь зайчлан суух зай гарган саатаж, хэдүүлээ нийтийн халуун усанд орж 
(Мөрөн дээрээ алчуур тохчихоод Аважи мураад алхаж байхдаа өөрийгөө япон хүн болчихсон 
мэт санаж байж билээ), ганц нэг шар айраг уунгаа элдвийг чөлөөтэй ярилцдаг байсан маань 
миний хувьд хичээлийн танхимд биш жинхэнэ амьдрал дунд, эгэл борчуудын хороололд 
очиж, эгэл жирийн япон айлд хонон өнжиж явсан минь япон орон, япончуудыг таньж мэдэхэд 
хамгийн их ач тусаа өгсөн гэж боддог юм. 

      1980 онд очсон Мажигийн Энхсайхан бид хоёр Японд судлаач оюутнаар суралцсан 
5,6 дахь оюутан байсан бөгөөд миний өмнө очсон бүх оюутан эхний хагас жилээ Осакад 
суралцаад дараа нь Токиогийн гадаад хэлний сургуульд шилжин суралцаж төгөсдөг байсан 
боловч яагаад ч юм би анх удаа Осакагаас яваагүй бөгөөд төгсөөд нутаг руугаа буцах үедээ 
Хасуми багштай уулзах үед “Онүки чамайг Токио руу явуулсангүй юу” гэх маягаар үг хаяж 
байснаас үзэхэд Онүки багш маань намайг Осакад авч үлдсэн юм байх гэж бодсон. Японд нэг 
жил хагас суралцах хугацаандаа Хирошима, Нара, Кёото, Мэйжи мура, Мие мужийн Това 
хот, Вакаяма мужийн Кижима, Наганогийн Ямамото хот, Хиогогийн Химэжи, Айчи мужийн 
Тоёото хот, Окаяама мужийн Ибараги хот, Тоттори муж  зэрэг 20-иод хот, арав гаруй мужаар 
аялан  түүх, соёлтой танилцсан тухайгаа Монголын элчин сайдын яаманд өгсөн тайландаа 
бичсэнээсээ болж “Хичээл хийлгүй тэнэсээр байгаад буцсан” гэдэг зэмлэл хүртэж байсан 
юм. Энэ бүхэн миний япон хэлний мэдлэг дээшлэхэд, япон орон, япончуудыг таньж мэдэхэд 
нэмэр болсон юм.   

   Эр үеэс 30 гаруй жилийн дараа Шига мужийн их сургуулийн судалгааны багийнхантай 
“Өндөр дов” хэмээх жуулчны бааз руу явах гээд “Улаанбаатар” зочид буудлын өмнө нөхөдөө 
хүлээж байтал бидний өмнө зогсож байсан машины дэргэд зүс таних нэгэн япон хүн зогсож 
байсан бөгөөд өөрийн мэдэлгүй хоёр талаасаа ойртон уулзаад, “ もしかしたら、あなたは村
井さん、（バットさん）じゃないか？ ” гэцгээн бурханы зураглалаар дахин уулзсанаас хойш 
бидний нөхөрлөл Монголд дахин үргэлжлээд арваад жил болж байна. Энэ хооронд  бид 
байнга холбоотой байж, хамтран ажилласны хүчинд “Япон хэлний сургалтын тахим”（日本
語の学習室 , 2006） сургалтын гарын авлага, “Япон дахь Монголын түүх судлалын тухайд” 
эрдэм шинжилгээний өгүүлэл (Чингис хаан ба Хэнтий аймгийн хөгжил дэвшил сэдэвт 
олон улсын эрдэм шинжилгээний хурал, 2007),  “Японыг ойлгож монголд буулгах нь” （ 和
文解釈・モンゴル編 , 2008, М.Мураи-тай хамтран) , “Япон хэлний дүрэм”（日本語の文 , 
2008, охин Б.Болормаатай хамтран) сурах бичиг, “Зүүн Азийн нүүдлийн шувууны бүс дэх 
усны ургамалын төрөл зүйл, тархацын судалгаа” （東アジアにおける水鳥のフライウェイ
中継湿地での水草生物相の分布と遺伝的多様性）(2008, Японы Шигагийн их сургуулийн 
эрдэмтэдийн судалгааны группын хамтрагчаар), “Япон хэлэн дэх катакана үгийн толь бичиг” 

（カタカナ語辞典 , 2010. М.Мураи-тай хамтран), “Япон хэлний өгүүлбэрзүйн толь бичиг” 

（日本語の文型辞典 , 2011), “Япон-монгол хэлц үгийн толь”（日モ諺辞典 , 2012) гэх мэт 
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бүтээлүүд хэвлэн нийтлүүлээд байна.
    Осакагийн “Монгол судлалын дугуйлан”-гийн эрт эдүгээгүйн, таних танихгүй бүх 

судлаач та бүхэндээ эрдэм судлалын их амжилт хүсэн ерөөхийн ялдамд ойрын ирээдүйд нэг 
удаагийнхаа 研究会を 旅行をかねてモンゴルでどうですか гэсэн санал тавьж байгааг минь 
болгоон соёрхоно уу. 

Та бүхнийг хүндэтгэн ёсолсон Раднаагийн Баттогтох.
2011.12.16. 

( ラドナーギーン　バットトグトフ )



編　集　後　記

◇電子版第 2 号、『モンゴル研究』第 27 号は全くもって難産だった。当初、予定されていた二つ

の論文、期限後に申し出を受けつけた研究ノート（？）はいずれも結局掲載できなかった。最初に入

稿された原稿のうち、バットトグトフさんの軽妙洒脱な雑感だけが時空を超えて残った。

◇紆余曲折を経て誕生した第 27 号、だが新しい芽吹きが見られるものとなった。会員としては最

も新しいお二人、李恩敬さんとヒシグデルゲルさんが日本語の壁を乗り越えて、投稿してくれた。ト

レーニングされた方法に基づき現地での調査を分析した李論文、モンゴルでの日本語教育の実践を基

盤としたヒシグデルゲルさんの研究ノート、いずれも今後の展開が楽しみである。

◇編集にあたって、反省すべき点は多い。

「投稿申し出→中間発表→原稿提出（査読）→合評会」といったこのプロセスを疎かにしてはいけ

ないと思った。特に、中間発表は重要である。ここでの意見交換がモンゴル研究会の根幹ではと感じ

た。問題意識やテーマの掘り下げ、論文には表だって出て来ずともその根底にあるもの、それをお互

いに鍛えることのできる場である。また、原稿提出に当たっては、投稿規程の遵守が望まれる。『モ

ンゴル研究』は先人たちの努力で一定のレベルに到達した。それは脈々と受け継がれている学究的姿

勢でもある。投稿期限の順守も当然だ。ルールを守ることは、他者の尊重に繋がる。編集体制も整っ

ていない。できれば、編集会議（または編集委員会）を明確にもちたいと思った。原稿提出後の査読

は、良いものとするために必須の協同作業である。そして次に向けての合評会がある。

◇石の上にも三年。さて、2013 年は貪欲に、通常の『モンゴル研究』の号の他、特集号の発行を

予定している。特集号では、” モンゴルのウラン鉱山、原子力発電所建設、核廃棄物処分場建設問題 ”

を取り上げる。本格的な特集号は初めてで、どうなるかは予測不可能だ。通常の号の発行も青色吐息

の現状で無謀かもしれないが、モンゴル研究会の内にあるものの一つの表出だと考えている。

◇『モンゴル研究』は生物であり、育ち、育てていくものだと思う。会員の皆さんの投稿が全て

である。

（吉本るり子）
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